新たな市民参加推進計画の策定
１　市民参加推進計画の取組状況
本市では，全国に先駆けて，市政のあらゆる分野で市民参加，協働による市政運営を推進





▶「京都市未来まちづくり１００人委員会」の設立・運営

▶「市民共汗サポーター」制度の運用

▶「おむすびミーティング」の実施

２　新たな市民参加推進計画の策定



　　












　

	

	
	
	

	

	

	
	
	


	


現計画の成果と課題





職員の参加


・庁内事例発表会


　　　　　　など





市民参加推進


フォーラムの議論





　○　計画の策定・条例の施行


・市民参加推進計画策定（平成１３年１２月策定，平成２２年度までの計画）


・市民参加推進条例施行（平成１５年８月施行）




















　　　・市民参加推進計画の改訂（平成１８年１２月
）




















市民参加円卓会議








新たな市民参加推進計画の策定





条例，計画に基づき，市民参加を行うための着実な基盤づくりを実施


・審議会の原則公開


・市民公募委員の募集


・パブリック・コメントの制度化


・市民活動総合センターの開設　　　など





見直しの視点


・市民参加に関する制度の着実な運用


・市民活動への支援と協働による活力ある取組の推進


・庁内の推進体制の整備による羅針盤としての情報提供充実








成 果


・公開できる審議会等のすべてを公開


　　平成16年度以降100％公開


・市民公募委員が拡大


　　⑮24審議会　⑱49審議会　73審議会


・パブリック・コメントの着実な運用


　　25の計画案や条例案で実施（21年度）


・ＮＰＯ法人が年々増加し，市民活動が年々盛ん ⑬141団体　⑱562団体　⑳651団体





課 題


・市民にとっての市民参加の実感の向上


・事業の企画や評価の段階への市民参加の更なる拡大


・地縁活動の担い手，後継者の育成


・地縁活動と志縁活動の連携の推進


・庁内における「共汗・協働」の機運の更なる高揚








市民公募委員サロン（７月，１１～１２月，３月）








☆　現計画の着実な運用


・　これまでに１５４事業のうち，１５３事業を完了又は着手済み





☆　共汗・協働の取組


・　門川市長就任以降，市政運営の基本である市民参加の取組を一層推進していくため，市民と行政が自治の意識と責任を共有し，知恵と力を合わせ，共に汗をかいて，素晴らしい未来の京都をつくっていく，いわゆる「共汗」の取組を新たに開始


▶「京都市未来まちづくり１００人委員会」の設立・運営


▶「市民共汗サポーター」制度の運用


▶「おむすびミーティング」の実施





市民参加推進フォーラム（1回）





当初計画が平成１３年度から平成２２年度までの１０年計画





平成２３年４月から新計画による取組を開始





市民の参加


・アンケート調査


・市民参加円卓会議


・市民公募委員サロン





徹底した市民参加，職員参加による計画策定





市民活動部会（月１～2回）





スケジュール（案）





平成２２年４月





７月





１０月





１月





平成２３年４月





提言





市民参加推進フォーラム（3回程度）





●





市政総合アンケート








連携





市政参加・情報提供部会（月１～2回）





庁内事例発表会








素案作成





●





素案





パブリック・コメント





○





新計画策定





新計画による取組





資料５





フォーラムの取組





京都市の取組





自主勉強会（随時）








